
令和７年１月回答 

Q4 コロナ陽性者の検温時の感染対策について 

施設種別 高齢者施設 

質問① 検温で入室する場合（3分程度の計測時）ガウンは必要なのでしょうか。 

回答 ご質問の状況では、不要と判断します。 

但し、お互いにマスクを着用する事、検温後に手指衛生を行ってください。入居者の方

がマスクを着用出来ない状況であれば、対面を避けるか職員さんが目の保護をされる事を

お勧めします。 

新型コロナウイルス感染症についての対応で迷われる御施設が多いため以下の対策をご

紹介します。 

新型コロナウイルスの主要な感染経路は病原体を含んだ飛沫・エアロゾルを吸入すること

で感染します。そのため、患者と接する際には、サージカルマスクを着⽤し、ゴーグルや

フェイスシールドで⽬を防護します。また、ウイルスを含む飛沫や環境表面に触れた手指

で目・鼻・口などの粘膜を触ることでも感染すると言われています。そのため、手指衛生

が必要な 5 つのタイミング（①患者に接触する前②清潔操作をする前③体液に触れた可能

性のあった後④患者に接触した後⑤患者周囲の環境に触れた後）での実施が重要です。そ

のほかの感染予防策のポイントを以下にご紹介します。 

・ 患者および患者周辺に身体が密着する可能性がある場合は、手袋とガウンを装着す

る。ただし、手だけが接触するような状況においてはガウンを常に装着する必要は

ない。（陽性者対応時、検温のみで手だけが接触する場面では、サージカルマス

ク、必要時目の防護具の着用で良いと考えます。） 

・ 通常の診療において、手袋を⼆重で使用する必要はない。 

・ 手袋を脱いだ後には必ず手指衛生を実施する。 
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質問② 陽性者との接触は何分まで等の基準はありますでしょうか。 

回答 5 類感染症移行前は、濃厚接触者となる基準としては、マスクなしで 1ｍ以内かつ 15 分

以上の接触で感染のリスクがあると言われていましたが、感染しないことを保証する時間

についてはよく分かっていません。そのため、常日頃から標準予防策を確実に行うこと、

新型コロナウイルス感染症の基本的な対策（飛沫・接触予防策、換気等）の励行が大切だ

と考えます。 

 

参考資料 

1. 積極的疫学調査実施要領における濃厚接触者の定義変更等に関する Q&A（2020 年 4
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